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①利用者への配慮
「漕艇センターのホームページに苦情・意見受付のメールアドレスを掲載し、苦情等の内容は指定管理者内の全ての役員が共有して対応を検討し、必要に応じて管理方法の改善を図るとともに、対応については記録を残す。」の記述を追加する。
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（１）各種イベントの誘致、利用者の増加を図るための方策
「ナショナルトレーニングセンター（NTC)ボート競技強化拠点施設」の記述は「JOC認定競技別強化センター」とする。
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